
社会 ：共生社会への注目の高まり
政治・経済：補助金等による障がい者支援の拡充
技術 ：AI等の技術進歩

マクロ環境

顧客 ：高齢化社会の進展
競合 ：ニッチな市場

ミクロ環境

株式会社ユニコーンの
サステナビリティ経営方針
Message：
当社は設立20年の節目となる2010年3月、複数の社会福祉法人・教育機関と連携し「テクノロジーと福祉の融合」をスローガンに、
障がいのある方が「みやすく」生活できる、そんな夢を実現する「miyasukuプロジェクト」を発足致しました

「miyasuku(みやすく)」は、広島弁で「易しい・簡単に」という意味です。
本プロジェクトは、ものづくりを通して障がい者とその家族、福祉活動に携わる支援者の方々の活力向上につながる
テクノロジーを提供し、共生社会に貢献します。

これまで障がい者のユーザーからの声に耳を傾け、意思伝達装置の開発・改良に注力してまいりました。
今後はeBOCCIA等、障害の程度や有無に関わらず、障がい者も健常者も一緒に楽しめるものをつくっていきたいと考えています。

外部
環境

知的資本
視線入力やシステムに
関する特許・商標

福祉関係者や大学・
学生との人的繋がり

関係資本

ユーザーの声を取り入れた
システム設計・
アフターフォローの実施

ミッション
より多くのユーザーにとって
使いやすくQOLに向上につながる
ものを作り続ける ビジョン

ユーザーに役立つ製品の
開発に挑戦し続ける会社を
目指す

バリュー
ユーザーや支援者の方々が
困っている時にすぐ対応する

プリンシプル
ユーザーや支援者の方々が
求めていることは何かを
徹底的に考え、行動すること

企業
理念

マテリアリティ

事業活動

取り組み方針

1.障がいのある方々の
「やりたい」を叶え、
「みやすく」生活できる社会に

「miyasuku」の認知度向上に
向けて、特別支援学校へ定期的な
訪問を継続する

2.産学官の連携強化
大学・専門学校での学生向け
講義や体験学習の機会として
研修会を実施する

3.新サービスの開発・事業化や
提供エリア拡大の検討

発達障がいの方向けの新システムの
開発・事業化を行う
miyasukuの海外展開を検討する

4.地域社会との共生
地域のイベントへの参加を通じて
健 常 者 の 方 へ の miyasuku の
認知度向上を図る

5.従業員の知識向上 従業員の業務資格の取得支援を行う

社会価値・経済価値創出 目標値

産学官連携

学生向け講義・研修会の実施
10回/年

新サービスの開発・事業化
サービス提供エリアの拡大

2024年度 発達障がいの
方向けサービス
の事業化

2025年度 miyasukuの
海外展開

地域との共生

地域のイベント参加
5件/年

業務知識向上

2025年度
資格取得率：50％

（デジタルアクセシビリティアドバイザー）

共生社会を
テクノロジーで実現する

特別支援学校へ訪問
20回/年

持続可能な
共生社会の実現へ

経営
資本

物的資本
本社

人的資本
従業員

6.セキュリティ意識のさらなる向上
セキュリティに関する基本方針や
プライバシーポリシーについて、
従業員への浸透を図る

セキュリティ

セキュリティに関する
社内規定の読み合わせ

1回/月

インクルーシブスポーツ
イベントの開催
10回/年

県・国の補助事業を
大学・高専と連携して対応する


